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令和元年度学校評価 
『教育活動アンケート』 

結果のまとめ 
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令和元年度 アンケート項目別集計結果 
 質  問  項  目 

生 徒 
肯定票 

保護者 
肯定票 

教職員
肯定票 

１ 生徒にとって，学ぶ意欲を引き出し，学力を身に付けられるような授業が行なわれている 78.2% 86.1%  85.1%  

２ 生徒にとって，挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行なわれている 86.8% 89.4%  74.5%  

３ 生徒にとって，進路目標の明確化に向けた適切な指導が行なわれている 84.0% 87.7%  85.1%  

４ 生徒にとって，教員やカウンセラーが必要な時に相談に応じてくれる体制ができている 85.8% 87.0%  97.9%  

５ 学校として，部活動は活発に行なわれている 89.3% 90.8%  74.5%  

６ 学校として，生徒会活動は行なわれている 86.6% 88.9%  80.1%  

７ 自分にとって，有意義な学校行事がある 81.9% 92.7%  93.6%  

８ 学校として，地域や伝統などに根ざした特色ある学校づくりに取り組んでいる 77.4% 84.2%  68.1%  

９ 生徒に対して，災害・非常時の避難方法や連絡方法は伝えられている 90.5% 87.5%  89.4%  

10 保護者に対して，学校便りなどによって，学校の情報は適切に伝えられている 87.2% 84.4%  85.1%  

11 校舎やグランドなどの施設や設備は整備されている 82.9% 86.1%  72.3%  

12 日頃から，いじめの実態把握や早期発見に取り組んでいる 76.3% 75.2%  85.1%  

13 自分にとって，学校生活は充実している 80.1% 91.9%  78.7%  

14 生徒として，本校と石巻専修大学の高大接続研究事業は期待感がある 60.3% 74.7%  34.0%  

 

 

昨年度（平成３０年度） アンケート項目別集計結果 
 質  問  項  目 

生 徒 
肯定票 

保護者 
肯定票 

教職員
肯定票 

１ 生徒にとって，学ぶ意欲を引き出し，学力を身に付けられるような授業が行なわれている 74.0% 84.5%  87.8%  

２ 生徒にとって，挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行なわれている 82.4% 85.5%  68.3%  

３ 生徒にとって，進路目標の明確化に向けた適切な指導が行なわれている 82.4% 86.8%  70.7%  

４ 生徒にとって，教員やカウンセラーが必要な時に相談に応じてくれる体制ができている 82.4% 88.0%  92.7%  

５ 学校として，部活動は活発に行なわれている 84.3% 87.9%  62.5%  

６ 学校として，生徒会活動は行なわれている 84.9% 89.6%  68.3%  

７ 自分にとって，有意義な学校行事がある 80.1% 90.7%  80.5%  

８ 学校として，地域や伝統などに根ざした特色ある学校づくりに取り組んでいる 73.0% 78.7%  48.8%  

９ 生徒に対して，災害・非常時の避難方法や連絡方法は伝えられている 88.3% 88.1%  97.6%  

10 保護者に対して，学校便りなどによって，学校の情報は適切に伝えられている 84.3% 88.1%  85.4%  

11 校舎やグランドなどの施設や設備は整備されている 78.7% 86.6%  48.8%  

12 日頃から，いじめの実態把握や早期発見に取り組んでいる 73.0% 74.7%  82.9%  

13 自分にとって，学校生活は充実している 76.9% 89.9%  61.0%  

14 生徒として，本校と石巻専修大学の高大接続研究事業は期待感がある 54.4% 74.0%  19.5%  

 

 

 



3 

アンケート調査分析結果 

 学校評価アンケートは，生徒・保護者・教員に対して，学習・進路・生徒指導・学校環境などの１４項

目に「そう思う」「大体そう思う」を肯定的な意見とし，「あまりそう思わない」「そう思わない」を否定的

な意見として分析しました。(実施期間：令和元年 12月 13日～23日。回答数：生徒 514名，保護者 423名，

教職員 47名。) 

 

１ 防災への意識 

 東日本大震災から８年１０ヶ月が経過しました。本校では年に３回の防災避難訓練（地震・火災，地震・

津波・原子力, Jアラート）を実施しており，東日本大震災では実際に津波が押し寄せた経験を踏まえて実

践的な避難訓練を実施しています。 

今回のアンケート項目９番「災害・非常時の避難方法や連絡方法」に対する意識は，生徒の肯定票が昨

年度より高い結果になっています（生徒９０．５％ ２．２ポイント増）。 

令和２年から本校に新たに避難所の表示板が設置されます。本校周辺では環境も大きく変わりつつあり，

今後も，学校緊急メールなどの適切な利用や，避難対策と避難方法のさらなる改善など緊張感を持って取

り組みます。 

 

２ 生徒・保護者・教員の学校へのアプローチ 

（１）質問項目から考察 

生徒へのアンケートの肯定票が昨年度より上昇している項目は，１４項目すべてで上昇しています。特

に肯定票が多かった上位６項目は次のとおりです。 

 ９ 災害・非常時の避難方法や連絡方法は伝えられている         ９０．５％ 

５ 部活動は活発に行われている                    ８９．３％ 

１０ 学校便りなどによって，学校の情報は適切に伝えられている      ８７．２％ 

２ 挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行われている ８６．８％ 

  ６ 生徒会活動は活発に行われている                  ８６．６％ 

４ 教員やカウンセラーが必要な時に相談に応じてくれる体制ができている ８５．８％ 

 

 保護者へのアンケートに関しては，昨年度を上回る肯定票の項目は１４項目中９項目です。このうち，

「７ 有意義な学校行事がある」が９２．７％で昨年度比２．０ポイント上昇，「１３ 学校生活は充実し

ている」が９１．５％で昨年度比１．６ポイント上昇，「５ 部活動は活発に行われている」が９０．８％

で２．９ポイント上昇でした。上昇したポイントが著しかった項目は「８ 地域や伝統などに根ざした特
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色ある学校づくりに取り組んでいる」が５．５ポイント上昇で８４．２％の肯定票を得ています。このよ

うに，昨年度より増加した項目については，保護者は生徒同様に有意義な学校行事や充実した学校生活に

ついて同じような傾向を見せています。 

 

 教職員アンケートの肯定票が昨年度より上昇している項目は１４項目中１１項目でした。特に，「教員や

カウンセラーが必要な時に相談に応じてくれる体制ができている」が９７．９％（昨年度比５．２ポイン

ト増），「７ 有意義な学校行事がある」が９３．６％（昨年度比１３．１ポイント増）と非常に高く，「災

害・非常時の避難方法や連絡方法は伝えられている」については８９．４％となっています。上昇ポイン

トでは「校舎やグランドなどの施設や設備は整備されている」が２３．５ポイント増の７２．３％となっ

ています。相談体制や学校行事の充実，災害・非常時の避難方法・連絡方法については，これまで同様に

充実させていきます。 

  

（２）石巻専修大学との高大接続事業について 

「１４ 本校と石巻専修大学の高大接続研究事業は期待感がある」については，今年度の生徒の肯定票

６０．３％（５．９ポイント増），保護者７４．７％（０．７ポイント増），教職員３４．０％（１４．５ポ

イント増）となっています。平成１９年度より始まった高大接続研究事業の在り方については，これから

も石巻専修大学と話し合う機会を設けていきたいと考えます。  

 

（３）いじめについて 

「１２ いじめの実態把握や早期発見に取り組んでいる」は，生徒７６．３％（昨年度比６．３ポイン

ト増），保護者７５．２％（０．５ポイント増），教職員８５．１％（２．２ポイント増）でした。生徒，保

護者，教職員とも昨年度よりも肯定票が増えています。学校として「いじめ等総合対策委員会」設置，定

期的ないじめアンケートの実施のほかにスクールカウンセラーとの面談を設けて，生徒の精神的な悩みに

対応できる体制をさらに継続していきたいと考えています。 

 

３ これからの石商の在り方について 

現在，石巻市及び近隣市町では人口減少が続いています。ここ数年本校は定員割れが続いていましたが，

令和２年度入試から本校の募集定員が１クラス減になり，令和４年度には１２学級規模になる予定です。

過疎化が進む中での商業科の専門高校としての本校の教育活動の在り方がまさに問われています。教職員

の組織力をさらに高め，地域や学校関係者のバックアップ体制を整備し，今回の学校評価の生徒・保護者・

教職員の貴重な意見を生かしていく所存です。 
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学習活動について 

本校では，商業の専門高校の生徒として 1 年生では普通教科のほかに専門教科である商業科の基礎的・

基本的な科目を学びます。２年生からは発展的な商業科目の学習を行っています。 

「学ぶ意欲を引き出し，学力を身に付けられるような授業が行われている」という質問項目の生徒の肯

定票の推移については，平成２１年度から，61％，58％，59.3％，70.8％，78.5％，78.0％，78.1％，72.5％，

70.4％，74.0％，令和元年度が 78.2%でした。 

質問№１ 学ぶ意欲を引き出し，学力を身に付けられるような授業が行われている。 

 

 

 

 

 

 

よく当てはまる

78

15.2%

だいたい当てはまる

324

63.2%

あまり当てはまらない

90

17.5%

当てはまらない

21

4.1%

生徒

よく当てはまる

97

23.0%

だいたい当てはまる

267

63.3%

あまり当てはまらない

50

11.8%

当てはまらない

8

1.9%

保護者
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生徒指導について 

生徒指導に関しては，生徒の学校生活を充実させるための要因として次の４項目が挙げられます。 

2 挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行われている。生徒 86.8％ 保護者 89.4％ 

5 部活動は活発に行われている。                   生徒 86.6％ 保護者 88.9％ 

 6生徒会活動は行なわれている。                   生徒 86.6％  保護者 88.9％ 

7 有意義な学校行事がある。                     生徒 81.9％ 保護者 92.7％ 

 「学校生活は充実している」では生徒 80.1％，保護者 91.9％が肯定票であり，生徒，保護者ともに上記の

4 項目が８割～9割と高くなっています。今後も部活動では，短時間でも効率のよい練習方法や，生徒が充

実した体験ができるような生徒会活動の運営が望まれます。また，本校にはクロスカントリー大会や校内

弁論大会，武道の寒稽古など，長い伝統を誇る学校行事があります。メリハリのある学校行事は有意義な

学校生活を送る上で生徒の心身の育成にも有効であることから，今後も充実に努めます。 

質問№13 学校生活は充実している。 

 

 

よく当てはまる

122

23.8%
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進路指導について 

令和２年１月２１日現在の本校の進路状況については，就職が希望者 85 名に対して内定者が 80 名（内

定率 94.1％），公務員が希望者 9 名に対して内定者 9 名（内定率 100％），四年制大学が希望者 26 名に対し

て合格 25名（合格率 96.2％，うち国立大学２名），短期大学が希望者 8名に対して合格 8名（100％），専門

学校・海外留学等が希望者 44名に対して合格 44名（合格率 100％）となっています。全員の進路が決まる

ように指導を継続します。 

質問№３ 進路目標の明確化に向けた適切な指導が行われている。 

 

 

 

 

 

よく当てはまる

110

21.5%

だいたい当てはまる

322

62.9%

あまり当てはまらない

69

13.5%

当てはまらない

11

2.1%

生徒

よく当てはまる

113

26.7%

だいたい当てはまる

258

61.0%

あまり当てはまらない

50

11.8%

当てはまらない

2
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学校評価 生徒・保護者・教員からの自由記述欄 
 

生徒 

１年生 

・学校行事が少なすぎる。 

・ルールが細かくて多い。 

・トレーニング室の改善をしてほしい。 

・校庭に照明がほしい。校庭の雑草を少なくしてほしい。 

 

２年生 

・部活動が活発に行われていることはよいのだが，活発に行うからには月の始めに予定をきちんと出してもらいたい。 

・部活動で，体育館の割り当てなどを当日になってから変えることはやめてほしい。 

 

３年生 

・１階が寒い。寒暖差がすごくて風邪を引いてしまう。エアコンをつけてほしい。 

 

 

保護者 

１年生 

・生徒に対する言動が心配です。 

・簿記の基本ができていない。１年生の検定は３級から段階を踏んでほしい。 

・簿記の課題について，ＱＲコードを使うよりも補習授業をしてほしい。 

・簿記の課題は定期的に少しずつ出して，分からないところはしっかりと教えてやってほしい。 

・学校からのメールが，入ってくる時と入ってこない時があるので，他の学年のお母さんから教えてもらっています。 

・本日クラスでＢＢＱをして来ました。先生達が企画してくれたとのことで喜んでいました。「学校でＢＢＱ？」と驚きま

したが，実行して頂きありがとうございました。また楽しい催し物お願いします。 

・アンケートに「わからない」という選択肢もほしい。 

・暖房をもっと早い時期から入れてあげてほしい。寒くては勉強に集中できないと思う。 

 

２年生 

・身だしなみや体育祭など，ある程度の高校生らしい自由は学校を楽しく過ごすためにあってもいい。 

・早く暖房を付けてほしい。子どもが「教室が寒すぎて毎日凍えそうだ」と言っている。 

・アンケートに「わからない」の選択肢もほしい。 

・アンケート回答は，筆記用具がペンなのか鉛筆なのか指示がなくて迷った。 

 

３年生 

・いつもありがとうございます。これからもよろしくお願いします。 

・アンケートなら，出しても出さなくても個人の自由なので提出期限はいらない。 

・石商カレンダーは3年間あって良かったです。特に学校行事・資格試験等が書いてあり，家族皆で共有していました。 
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教職員 

・高大接続は有名無実の状態であり，生徒や保護者に対してPR不足の様に思う。隣接する石巻専修大学の更なる活用を

再考する必要があると思う。 

 

・学習に向かう姿勢や善悪の判断，マナーなどに幼さを感じる。個々の生徒の成長を願い，促すために，生徒集団，教師

集団の力を最大限に生かしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 昨年度の本校と全県平均の比較  （全県平均は令和元年６月１４日 高校教育課による） 

 
 

質  問  項  目 

本 校 全 県 平 均 

生 徒 
肯定票 

保護者 
肯定票 

生 徒 
肯定票 

保護者 
肯定票 

１ 生徒にとって，学ぶ意欲を引き出し，学力を身に付けられるような授業が行なわれている 74.0% 84.5%  77.0% 82.2% 

２ 生徒にとって，挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行なわれている 82.4% 85.5%  83.1% 85.4% 

３ 生徒にとって，進路目標の明確化に向けた適切な指導が行なわれている 82.4% 86.8%  85.3% 83.0% 

４ 生徒にとって，教員やカウンセラーが必要な時に相談に応じてくれる体制ができている 82.4% 88.0%  82.9% 82.5% 

５ 学校として，部活動は活発に行なわれている 84.3% 87.9%  87.8% 87.9% 

６ 学校として，生徒会活動は行なわれている 84.9% 89.6%  80.2% 85.8% 

７ 自分にとって，有意義な学校行事がある 80.1% 90.7%  82.8% 87.9% 

８ 学校として，地域や伝統などに根ざした特色ある学校づくりに取り組んでいる 73.0% 78.7%  75.6% 82.2% 

９ 生徒に対して，災害・非常時の避難方法や連絡方法は伝えられている 88.3% 88.1%  86.4% 82.2% 

10 保護者に対して，学校便りなどによって，学校の情報は適切に伝えられている 84.3% 88.1%  86.3% 82.1% 

11 校舎やグランドなどの施設や設備は整備されている 78.7% 86.6%  74.2% 79.9% 

12 日頃から，いじめの実態把握や早期発見に取り組んでいる 73.0% 74.7%  74.1% 67.6% 

13 自分にとって，学校生活は充実している 76.9% 89.9%  81.2% 87.7% 

本校の方が全県平均以上のものは網掛け 


